
 

国際シンポジウム「気候変動と都市間交通戦略」 
 

●主 催：（財）運輸政策研究機構 

●日 時：2010年4月23日（金）12時30分開場、13時30分開会 

●場 所：海運クラブ 国際会議場 

●入場料：無料 

●通 訳：英語での講演については、同時通訳を行います。 

 

シンポジウム 

 

開会挨拶        （13:30～13:40） 

 

第I部 研究成果の報告       （13:40～16:40） 

（１）「気候変動と都市間交通戦略：研究の背景と目的」   13:40-13:50 

森地  茂 （財）運輸政策研究機構運輸政策研究所長 

 

（２）「都市間交通システムの現状と計画制度面での我が国の課題」 13:50-14:20 

屋井 鉄雄  東京工業大学大学院総合理工学研究科教授   

 

（３）「気候変動による外部費用の緩和に向けた対策」   14:20-14:50 

ヴェルナー・ローテンガッター カールスルーエ工科大学教授 

 

（４）「ライフサイクルCO2から見た新幹線と航空の比較分析」  14:50-15:20 

林 良嗣   名古屋大学環境科学研究科教授  

 

コーヒーブレーク      15:20-15:40 

 

（５）「空間一般均衡モデルを用いた日本・韓国・台湾における高速鉄道整備の影響評価」

          15:40-16:10 

小池 淳司  鳥取大学工学部社会開発システム工学科准教授  
 
（６）「日本における都市間交通事業者の社会的効率性の比較に関する分析」 

          16:10-16:40 

テー・フン・オム  ブリティッシュ・コロンビア大学教授 
 

第II部 総括と議論       （16:40～18:00） 

（７）「総括：我が国における都市間交通のあり方と気候変動問題への配慮」 

          16:40-17:00 

森地  茂 （財）運輸政策研究機構運輸政策研究所長 
 
（８）パネルディスカッション      17:00-18:00 

モデレーター：森地 茂 

パネリスト ：テー・フン・オム、ヴェルナー・ローテンガッター 

林 良嗣、屋井鉄雄 

 

閉会挨拶         18:00-18:10 

 

レセプション （海運クラブ ３Ｆ）      18:10-19:30 

 



 

 

シンポジウム会場：海運クラブ 国際会議場 

〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-4 海運ビル 

 
 

 

 

 

 


